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1. Mahalo Button: データセットの
ランディングページに設置

2. データ利用者やデータ提供者が、
データの利用成果を登録

3. 潜在的利用者とデータ利用成果
を共有することで、データをア
ピールして利活用を促進

4. ボタンでの引用数が、データ作
成者の業績になる！
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感謝のネットワーク

データセット
のランディン
グページ

https://mahalo.ex.nii.ac.jp/


DIASとMahalo Button
https://diasjp.net/information/topics/20211116/
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1. データ引用論
文の検索支援
1. DataCite APIや

OpenCitations APIを利
用し、DOIをキーとし
てデータ引用論文を
検索

2. 「Give Card」をク
リックすると、ス
ムーズに成果論文を
登録可能
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2. 生成AIによる
データ登録支援
1. TitleとDescriptionを元
の論文から取得する
と、SummaryとTags
を自動生成

2. 論文の情報から自動
的に生成できるため、
作業負荷を大幅に減
らすことができる
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3. 生成AIによる
データ利用支援
1. Mahalo Cardに登録
した利用事例に対し
て、生成AIチャット
が使える

2. プロンプトを用いて、
様々な形式で情報が
取得できる

3. データセットの潜在
的利用者にアピール
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ご利用のすすめ
https://dias.ex.nii.ac.jp/mahalo/

1. Mahalo ButtonはDIAS専用のシステムではなく、Google
のFirebase認証により、誰でも使えます

2. データ管理者：通常のリポジトリで課題となる利用事
例を提供するサービスとして活用

3. データ提供者：自らのデータセットに付加価値を与え
るサービスとして活用

4. データ利用者：データセットの使い方を生成AIチャッ
トで把握して自らの研究に活用
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データリポジトリとLLM勉強会
https://dias.ex.nii.ac.jp/llm/

1. データリポジトリにおける大規模言語モデル（LLM）
の活用を考える勉強会

2. 昨年のRDUFで提案、その後メーリングリスト開設、3
回の勉強会を開催

3. 参加はGoogleフォームから申し込み（やや反応が遅い
かもしれませんが）

4. 自分の成果のデモを紹介して議論など、今後は動向調
査などもやりたい
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